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マウス悪性腫瘍に対するアロエの効果
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　アロエ属植物（ユリ科）は熱帯原産で現在約
300種が知られており，その中には民間薬3）と

して広く利用されているものが少くない。主と

して抗炎症作用，火傷，切傷等に効力があると
計、れており，，。p・i。　urcers，1）1。9　。。cers，2）

X　・一　ray　burns8）に関しての研究報・告がある。

　本研究に使用したキダチアロエ（Aloe　arb　一一

〇rescens　Mill　var．　natalensis　Berger）は

我が国において民問でも家庭薬剤名「いしゃい

らず．」として苦味強壮剤，緩下剤として内服に

用いられており，更に外用としてやけど，ひび，

あかぎれ，傷等に新鮮な葉汁をつけることによ

って創傷面の修復効果を示すことが知られてい

る。

　近年，アロエ属に広く分布している量三成分の
Aloe　e　m（．｝d　ir）の抗腫瘍性5）が報告されたり，ア

ロエ漿汁のアルコール沈殿物の抗腫瘍性の更に

アロエ葉の肉質部分に存在するpolysacchari－
deの抗腫瘍性1Dと相ついで報告されるに至り，
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著者等も今回，マウスEhrlich癌（腹水型なら

びに固形型）及び2，7－Bis（acetamino）fluo・一

rene（BAAFと略す）食によって発生するマウ
ス肝癌10）に対してキダチアロエの新鮮葉ジュ

ーー Xがどの様な効果をもたらすか実験を行った

ので，その結果について報告する。

　　　　　　　　　実験材料

1）　アロエジュース（以下AJと略す）の調製

　キダチアロエの新鮮葉4（》Ogをジューサーに

かけて得られた緑色ジューースを3枚重ねのガー

ゼで炉過し，ろ液にセライト20gを加えて，良く

振盧後IO4×G，30mi。遠心機1こかけ，得られ

たヒ清320m1を15nllず！）注射用ガラスアンプ

ルに詰めて一　10℃で保存し，使用時には室温で

融解し，そのまま使用するか必．要に応じて滅菌

生理食塩水（以ド生食水と略す）にて希釈して

用いた。

2）　アロエジューーヌ、乾燥粉末（以「ドAJDPと略

す〉の調製

　キダチアロエの新鮮葉ユ509をジューサーにか

けて得た緑色ジュースを3枚重ねのガーゼでろ

過し，ろ液にセライト7．5gを加えて良く振盈後
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10z×G，30min遠心機にかけ，得られた．ト清

！20mlを凍結韓1燥し，約3gの粉末を得た、、この

ちのを用時滅【茅1蒸留水（以下滅隊1水と略す）に

1：容力・し’こf吏！月し，’L：．

3＞　5＿fluQrou【・acil（以ド5．．一．　F　Uと略す）注

射液の調製

　協和醗酵L叢株式1一）社の5…FU注射1夜（250m9

／5mDより0．2m1を採り生食：水1（5．4mlにノJllえ，

5一一FU｛｝．6mg／nユ1とし，マウスII回当投与・1義と

して1！1いノご、

4＞動牛勿と飼料・飼育

　JL州人：学純系！l：iiJ物飼育場より生後3一．・一・t　4週の

ddN雄性マウスを供糸耀してもらい，動物実験室

一で1週闘以ヒ飼育した後実験を開始した、，

　重り牙勿’i’一（7）1，L，1．P2Fは21。C～24QClこイ呆’ち．　負i1］＊こ1・は1＝1

本クレア三型飼＊：1・CE一．一2を常時，水と共にト

分引与えて飼育した、

5〕　腫瘍動物

　移植型腫：瘍としてEhrlich癌を用いたが，必

要に応じて腹水型或いは固形型としてテストに
供した。原発性腫瘍としては高山の方法10）によ

りBAAF食をマウスに与・えて，生じた肝癌を用

いた、，即ち，東京化成Il．業株式会社のBAAFを

O．025％含むCE－2飼料を日ノト：クし・・ア株式会社に

製造してもらい，先ずBAAF食を3ヶ月間マウ

スに与・えた後門常食（CE一一21にも．ど．して3

ヶ月以．ヒ飼育しマウスをエーテルで殺し，開腹

して肝癌のイ∫無，大きさ，組織像を観察しk，，

　　　　　　　　実験と結果

1）　アロエの毒性ll∫℃験

　　生後3～4週ddrl灘1乱’／生『2ウス（179～209）を

1遅引罰，　重り牛勿’た1験’1｛．で食司’育した後．　　1イ洋をLOi几；

ヒして，kr　l（ハ々llく6！洋をポ岩ナた、．

表1　ddNマウスに対するアロエの毒性試験の諸条件

　　　　　　　　　　　AJDI）投fノ・；ギ｛＝t・／日
群「．　匹数

I

II

III

v

1（）

10

10

10

10

10

総f’t’£ill二〔9　・　　｛，n9！

247
239
244
263
260
260

’．5rs　1．Aq、dest．／m（）し主Sピ

　　　（．）

　　10
　　40
　　80

　120
　160

　7H間に亘るAJDPの腹腔内（以』ド，　IPと略

す）連続投：一与の結，果を図1に示したが，40mg／

day以ドのAJDP竃では毒性発現がなかttつた、，し

かし，AJDP　1（i　Omg／day　投与では2回で全マ

ウスが死亡した。図1からAJL）P2回投’」・での

急性毒性LL）50をLitchfield－Wilc（）x（）n　V2　6，で

♪R一めたところ，3960～2580mg／kg（P＝＝O，（）5％1

であった、．，体1置25gのマウスに換算すると99～

65rn9／tn　ouseとなったr，，

牛存

マウス数

　　10

　　f）

　　，g

　　t；

”G＞r一一rf，ftHb－ftM＞r

一一Z一一〇一1＃1

一一II四
一ロー一｛トーm郡

一　N＃f
一血一一iL－V群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fノ．

　　　　　　／s　一1　b　　　6　T・　s
　　　　　　　　実．験H三

図1　AJDP投与によるマウスの致死効果

2）マウスEhrlich癌に対するアロエの効果

a）腹水型に対する影響。　先きの．毒【生試験に

よりAJDPの1週間連続投与による．安全量の10

mg／day，4〔｝mg／dayを用いてEhrlich腹水癌に

対する効果を調べた。Ehrlich腹水癌に罹って

いるddNマウスより腹水を採取したところ，1×

lot　ce｝1／mlの癌細胞液を得た。この腹水lml

を．生後5～6週の健康なddNマウスに移植し，

9日たi・て腹水を採取したところ7＼10cel］

m】でち・一一Jた．，これを生食水で7倍に希釈L，

’llヨ沢マウ慌，』匹あたりimlを1擾｝1空内に移拳！1矧．．　r

i一］［1してAJDP投与を渕始Uた．．、実験♂．）開始に

あた．）て生後5・・一6週ノ）ddN雄∫性・．．ノ・フスを冒1ギ

8匹］：して3群設けた、，以．レ実験ノ∫法七結果に

ついては図2に示した通りであるか，AJDP投：

．伊州は対照群1こ」七べ：て腹水の増ノJHも殆んど変わ

りなく抗腫瘍性は認められなかった。むしろ叱

．期を促進したと言える。
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生

マウス数

存

8

6

4

L？

8
t；

4

2

木下洋夫・久保利夫・牧野健司・八木 晟

1群、7緬藩「一一一
〇．fl）ml　tXg．　dvst．LE’

　　　　　　　L一

表2　AJの投与量による実験マウスの分類

群　匹数 AJ　才｛と一与・圭匡：ll／日／mouse

　　　　　　　　　　　　　　し

撫雅…miL
　　　　　　　L二

8t一一一rmrm．rmrinr一．．一一

6　1H群
4、A川P40m9／0．5m1
21　．plLq．　de．st．il’

1　　7

11　7
111　7

N　　7

生食水　　　lml

AJ原液　　1ml
AJ原液の5倍希釈　lml
AJ原液の25倍希．釈　1m1

　イト　1　2　3　4　5　6　7　8　9　1（）11ユ2131415161718192t，

Ehrlich癌綿i胞　　　　実験　日　数

　　図2　マウスEhrlich腹水癌に対する

　　　　　　AJDPの効果

　b）固形型に対する影響。生後5～6週の

ddN雄性マウスを1群7匹として4群設け，　AJ

の投与量に応じて表2のごとく分類した。

　Ehrlich腹水癌に罹っているddNマウスから

得られた新鮮腹水（2×10’cells／ml）の0。5

mlずつを全実験マウスの．大腿部に移植後2日し

て，表2に示したAJ量をIPで15日間投与し，そ

のあとAJ投与を中止して更に15日間飼育した後，

エーテルで殺し，腫瘍部を切り採り各腫瘍の重

さを最つた。途中II群中最大の腫瘍を形成して

いたマウスが死亡するという’｝’i一州がおきたが，

（図4参照），表3と図3に結果が整理されて

いるようにAJ投与群は対照群に比べて腫瘍の増

殖が促進された。

表3　マウスの人：腿部で増殖したEhrlich固形癌の重量

群 腫　　瘍　　の　　重 量　（9） 平均イ直（9）

I

II

III

rv

O．18

0．26

1．38

0．74

O．30

1．13

3．72

2．68

O．67

1．70

3．80

6．57

O．70

5．29

4．4　．r）

6．62

5．86

6．90

4．47

7．76

7．80

7．40

11．65

11．32

13．90

（13．70）

13．60

13．70

4．70

5．23

6．15

7．10

来推定値 実験途中事故死で腫瘍が他のマウスに部分的に喰われ，

り推定した（図4参照）

」E確な重量は測定出来ず最：大弓よ

1群→

II群…一

lll群一→

IV群一一

・劉1ゼ⑬井田磯
　　　　　　　　塾：愈・∬』轟図研鞭麟

』』

ﾙ：嚇輪蟻軸魯愚
慧藩二つ十寸蜘

図3　Ehrlich固形癌に対するAJの抗腫瘍テスト 図4　11群中の事故死マウス
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2）原発性肝癌に対するアロエの効果　　　　　　　　　　　　表5

　本実験においては現在，臨床においてすぐれ

た抗癌剤として癌患者に投与されている5－FU

を，その治療効果の陽性対照薬剤として選び比

較検討した。実験は表4に添って行ったが，

BAAF発癌に対する割合は対照群，アロエ投与

群，5一・FU投与群で有為の差は認められなかった。

肝癌発生状況の詳細

表4　マウスのBAAF肝癌に対するAJの効果

一　　照　　群

5FU
蒲^群

AJ
蒲^群

禽丁数

使用動物数 15 15 15

0，025％BAFF

ﾜ有CE鋼料
3ケ月飼育 3ケ月

正常食（CE－2） 1ケ月飼育 4ケ月

有効動物数 14 ！4 12

正常食（CE－2）

�ﾜ投与（隔日）

生食水
@1ml
@IP

5FU液
@1ml
@IP
Pヶ月飼育

AJ原液
@lml
@IP

5ケ月

正常食（CE－2） ！．5ケ月飼育 6．5ケ月

正常食（CE－2）

�ﾜ投与（隔由

生食水
@1ml
@IP

5FU液
@1ml

@IP
P0日間

AJ原液
@1ml
@IP
　6ケ月

p25日

生存動物数 13 14 12

担丁丁物数 7 8 8 1

発　癌率（％） 53．8 57．1

一66．7

1一

マウス　　　対照群　　5FU投与群　 AJ投与群

No．　腫瘍数最大径腫瘍数最大径腫瘍数最大径

　　　　　　（MM）　（MM）F　／I　MM）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

：3

0

0

1

2

4

0

0

2

0

1

1

0

1．，5

7．O

　Xl18．0

3．0

　米4
15　．0

10．0

3．0

4

0

0

1

4

2

0

0

1

6

0

2

0

1

11：，．O

2．0

2　．0

7．0

3．0

　米2
14．0

5．0

1．（）

2

0

：s

o

s

1

3

o

o

1

4

15．0

4．0

13　．e

I．s．0

16．0

7．0

2．0

　米3
20．0

最大径の総和

担癌マウス数
8．2 5．｛ 10．0

　肝癌発生の詳細について示したものが表5で

ある。門中のマウスNo．はグループから無作為

にマウスをとり出し，エーテルで殺し，開腹，

検査を行った順番をそのまま番号にして並べた

ものである。表中，腫瘍の最大径の平均値を比

較すると，5－FUに幾分なりとも腫瘍抑制効

果があることが認められ，AJ投与群は逆に腫

瘍の増殖を促進したと言える。

Xl，X2，×3：解剖時の写真を図5，6，7に示す

米4，肝腫瘍の組織像を図8に示す。

』■臨臨撫騒

図5　対照群マウスの肝腫瘍
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木下洋夫・久保利夫・

図6　5FU投与群マウスの肝腫瘍

図7　アロエ（AJ）投iXt￥マウスの肝腫瘍

図8　C－9マウス（対照群）の肝trabecular　carclnoma（×280）

　　　　　　　　考　　察

　米国々血癌研究所のJ．L．Hartwellの著わし

た「Plants　Used　Against　Cancer．　A　Sur－

vey」の中に，世界各国で癌疾患にアロエ属植

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一53一

牧野健司・八木　晟
物を用いた例の集大成か行われている。4）その

中に記載されているAloeの種類は，　Aloe

africana　Mill，　Aloe　arabica　Lam，　Aloe

b，irbadengis　Mill　（Aloe　vera　L．），　Aloe　pe一一

rryi　Baker，　Aloe　spicata　1”．．　Aloe　succo一一

trlna　Inmのほか，種類の判明しないもの数種

で，主としてジュース又はpulpか用いられてい

る。利用法は民間薬らしく，こう薬，丸薬，お

茶として，又　ブドウ酒や酢と緒に服用する

と言った具合で，対象の腫瘍は，皮膚，口腔内，

咽喉，胃，腸　肝臓，　脾臓，乳房、子宮等全

ての臓器にわたっている。ブラジルからの記載

が多く，他にメキシコ，エジプト，ベネズエラ，

南アフリカ，フロリダ（米国），英国，ドイツな

どか記載されており，占い年代からのもので原

報の入T＝か困難なものばかりで，今回詳細を知

ることは出末なかったか，現在，国際的に見て，

またアロエ属植物の抗腫瘍’性の評価か全く知れ

わたってないことから，以トの治療も著効を示

したものは皆無と思える。

　S．M．Kupchlm等はアロエ属の有効成分のひと

つとして，アロエ属植物に普遍的に存在してい

るアントラキノン誘導体の中で代表的なAloe

emodinかマウスのP一　3881ymphocytic　leuk－

emlaに対して抗白tfi1病的活性かあることを報告

しており，5）又，添田等はケープアロエ（原種は，

Aloe　afrlcana　Mmと考えられる）原紙から，

一5℃で，遮光凍結融解して得られるアロエ

液を原料として，これにアルコーールを加えて生

する沈殿物かマウスEhrlich腹水癌，ならび

にマウスSa1・coma　180に著効することを報告し

ている。7）冠者らの1人，八木も共同研究者と

共にキダチアロエのpulpよりpolysaccharide

を分離精製し，部分的にacetyl化されたβ一D－

mannanであることを肖」L明し，毒’lfiがなくマウス

Sarcoma　l80に対し弱い抗腫瘍性があること
を払い出している。11）最近，鈴木等はキダチア

ロエからレクチン活性のある物質を分離して

glycopeptideであることを決定，ラントのhe－

patoma　ascites　AH－130の増殖を抑制，宿主

の延命効果かあること，又Sarcoma180を移植

したマウスに対しても延命効果かあることを報
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　　　　　9）
忘した。

　．条回著者らの研究においては，キダチアロエ

全葉からのジ、ユースを用いてマウスEhrlich癌，

マウス原発性患：＝癌に対する効．果を検討したが，

その結果，宿主の死期を早め，腫瘍の増殖を促

進するという，．．h記の報告とは逆の結果を得た。

因みにAloe　saponaria｝iaw．　1シャボンアロ

エ），Aloe　barbadensis　Millについて，それ

等のジ．ユー一一スて“マウス．原～∫逢’肖男干ザ酪に玄寸一’ISる交り果

も調べたが，キダチアロエの」立合と大きな違い

はなく，中でもシャボンアロエの場合，毒性が

強く，腫瘍の外観も最も悪性を示し鵡，

　前記アロエ属植物が有する抗腫瘍的効果と著

一者等の結．果との相違が何かということは現在は

っきりしないが，一・つにはアロエから一単離した

成分を用いている事と，アW工全葉からのジュ

ースを用いている事の違いと思われる。アロエ

ジュースの中には腫瘍にとって好都合で宿．．kに

とって不都合な未：知成分があるのかも知れない。

しかし民間薬として用いられている．方法は，む

しろ全葉からのジュースを利用していることを

考えるとき，本実験の結果はアロエを単に．万能

薬として使用する傾向のある今日までのあり方

に…．考を投ずるものである。

　　　　　　　　　　　　　要　　約

　　キダチア下層を用いて抗腫瘍効．果を調べた。

　　1）マウスに対する急性毒性LD50は，アロ

エジュース凍結乾燥粉末として3960～2580mg／

kgであった。ジュースに換算すると約120ml／

kgとなった。

　　2）マウスEhrlich癌（腹水型．と固形型）に

対して，むしろ増殖促進を示し．対照群よりも

死期を早める傾向がある。

　　3）2，7一・Bis　（acetamino）flu（）rene　食：によ

って得られたマウス原発性肝癌に対しても増殖

促進，組織像の不均．一性の拡．大が認められ，宿

：主にとって，かえ・．：・て好ましくないイ一向を示し

た，．、

　　以上，一般に潰瘍に著効を有すと言われてい

るアロエの使用にあたり，悪性腫瘍への適用は

一一 lを要すると思われる。
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